
応募事業者 選定部会からの意見

（株）タフティサポート

　・　提出資料では，地域性について理解，反映しておらず，本当に運営する意思があるのか疑問に思う。そのため，地域性を十分に考慮し，
　 事業計画に反映させること。
　・　医療連携について説明がないためどのように考えているのか示すこと。
　・　財務状況が非常に悪い。開設資金の具体的な内訳について示すこと。
　・　事業者として運営推進会議についての目的や意義を明確にし，具体的にどのような形で進めていくのか示すこと。

（福）京都眞生福祉会

　・　地域環境の観点から利用者の安全対策を検討すること。
　・　入居の際に敷金を設定していないのは評価できるが，特養の収支については，赤字が拡大しているため事業運営に不安がある。
    そのため，５年間の収支について示すこと。
　・　事業者として運営推進会議についての目的や意義を明確にし，具体的にどのような形で進めていくのか示すこと。
　・　入所者に従来からの掛かり付け医がある場合には，継続して利用できるようにし，通院できる利用者は，訪問診療ではなく通院をさせること。

メディカルケア御所ノ内（株）

　・　入所者に従来からの掛かり付け医がある場合には，継続して利用できるようにすること。
  ・　借入金が多く今後の事業運営に不安があるため，５年間の資金計画について示すこと。
  ・　事業者として運営推進会議についての目的や意義を明確にし，具体的にどのような形で進めていくのか示すこと。

非選定事業者

他都市における指導監査での文書指摘の内容から，介護事業所を運営する法人として非常に不安がある。そのため以下のことについて回答を求める。
　・　本市において事業を実施するに当たり，安心・安全な事業所運営が確実に実施できる担保を求める。
　・　職員の採用方法及び研修体制について具体的な計画を示すこと。
　・  グループ内の法人ではなく，他の法人との連携，連絡体制の構築に努め，その具体を示すこと。
  ・　事業者として運営推進会議についての目的や意義を明確にし，具体的にどのような形で進めていくのか示すこと。
　・　地域の医療機関や地区医師会と連携し，入所者に対する日頃の健康管理から看取りまでできる体制を確実に構築し，
　 その具体を示すとともに，実践すること。
  ・　入所者に従来からの掛かり付け医がある場合には，継続して利用できるようにし，　通院できる利用者は，訪問診療ではなく通院をさせること。


